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会　　　　　　告

～第89巻表紙シリーズ「日本の鋳物・金属に関する遺産」～

表紙の写真：菅谷たたら山内　高殿（島根県雲南市）

コメント：島根県東部の出雲地方では，約1400年前から「たたら製鉄」と

呼ばれる砂鉄と木炭を用いる鉄づくりが盛んに行われていました．江戸時

代後半から明治にかけての最盛期には，全国のおよそ8割の鉄が当地を中

心とした中国山地の麓でつくられていました．菅谷たたら山内は，雲南市

吉田町の田部家が経営していた「たたら師」たちの集落で，高殿はたたら

の中心をなす土炉の覆屋であり，全国で唯一現存する建屋です．菅谷高殿は宝暦元年(1751年)から大

正10年(1921年)までの170年にわたって操業が続けられました．建物は，10間(約18.2m)四方，棟ま

での高さ28尺(約8.5m)で，中央にある4本の押立柱が架構の要となっています．

　表紙の写真は，山間に静かにたたずむ菅谷高殿です．内部の中央には左の写真のように，土炉が設け

られ，奥の中央には砂鉄を，その両側には炭が置かれます．炉の左右には，操業を差配する「村
むら

下
げ

」以

下の控室があります．
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